














期に極端な嫌気化が進行しないレベルに設定することが

望ましい．しかし，実験区 3 においては，夏期に一時的
に生物相はダメージを受けるが，冬期には回復すること

から，夏期の一時的な生物相の減少を許容すれば，浚渫

土混合割合は，20%～50%で設定可能であると考えられる．

ま と め

造成後約一年間の調査を継続し，干潟周辺の水質

は造成工事の影響が現れたが，２ｹ月で安定し，平年

の英虞湾の水質と同レベルに推移し，安定した．底

質中の COD, TOC は各実験区とも減少しており，干
潟材料の浚渫土中の有機物は徐々に分解していると

推測できた．さらに定着した底生生物は，放流した

アサリは夏期に減少してしまったが，他の底生生物

の種類数，個体数は造成前のものと比較すると約半

年で種類数が，約 1 年で個体数が回復することが確
認できた．

干潟底質の酸化還元電位と酸揮発性硫黄と底生生

物の関係から，浚渫土を用いた人工干潟を造成する

際に，浚渫土混合条件が 20%～50%で設定すれば，
干潟の生物相が維持できることがわかった．

環境評価は少なくとも数年以上の長期にわたり評価す

べきものであり，今回の報告では約１年間の変化は把握

したが，結論を出すには至っていない．よって今後も調

査を継続し，特に減少したアサリについては，再度放流

し，以後同様に経過の観察をする予定である．

また，個々の干潟について栄養塩の挙動及び底生生物

への効果を含め詳細なデータを採取するために，平成 13
年 9 月より三重県水産研究部屋外水槽にて 5 種類の干潟
水槽を設置し，モデル実験を開始した．今後経過を追跡

し，浚渫汚泥使用の効果を判定して行く予定である．
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Technology for constructing artificial tideland of salvaged sludge

Suggestion of appropriate mix rate for constructing artificial tideland
with salvaged sludge
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We constructed the experimental artificial tideland (5m×25m) in AGO bay, and constantly investigated
the environmental effect around the tideland for 15months. The water quality around the tidelands moved
common level in AGO bay. According to alternation of COD and TOC in the experimental tideland, it is
considered that organic matters in tideland are decomposed gradually. The clams stocked in the tideland
are established until 6months, but in summer they reduced. And the kinds and number of established
benthos increased the same as the natural tideland at 12 months. Thus it was considered those artificial
tidelands including salvaged sludge were safety and behave the same as natural tideland. And we suggest
the appropriate mix rate for constructing artificial tideland with salvaged sludge.


